
　　　　

2025 年 3 月 10 日

8 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

夏祭り、クリスマス、節分など

（別添資料１）

家族支援

必要に応じて、家庭訪問や事業所に来ていただき、面談を行います。
家での過ごし方や子育ての悩みなどを相談に乗っていきます。 移行支援

本来活躍してもらいたい保育園や幼稚園、学校に移行するために必
要なことを関係機関と連携をしながら支援を行います。

地域支援・地域連携

保育所等訪問支援にて地域の保育園や幼稚園、学校、児童クラブなどに
訪問して一緒に支援の組み立てを行っています。 職員の質の向上

月に1回外部の講師をお呼びして、勉強会を実施しています。

支　援　内　容

生活の中で「たのしかった」「できた」の経験を積めるような支援を行います。
食事、排泄、衣服や靴の着脱、片付けなど日常生活に必要な動作やスキルを障害の特性や発達段階に合わせてサポートを行います。

身体を大きく動かす全身運動や指先を使った遊びなどを通して身体の使い方を学びます。
お子さまの身体状態や活動に合わせた姿勢・環境設定を行います。
好きな感覚や苦手な感覚を評価し、安心して過ごせるようサポートします。

本
人
支
援

集中できるような環境づくりや視覚支援などを通し、安心して活動ができるようサポートします。

「楽しいね」「やりたい」「いやだ」など気持ちを一緒に共感し、表情や仕草・発声・言葉などで人に伝えたいという意欲を養い、他者と意思伝達できるためのサポート
をします。
お話が苦手なお子さまには非言語でのコミュニケーションの取り方を一緒に考えてきます。

遊びを通して自分の行動を理解し、気持ちや情動を人に伝えられるような支援をします。

支援方針

作業療法士と連携し、遊びや活動を通して、楽しみながら発達を促します。
成功体験を通して子どもだちと一緒に共感し、自信につなげていけるように支援します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「子育てしやすい未来をつくる」ことを目的としています。
地域住民や、保護者の皆さま、仕入れ先の方々など、法人運営に携わるすべての方と確かな信用・信頼関係を築き、
笑顔あふれる未来をつくる地域社会の一端を担っていきます。

事業所名 児童発達支援センターみらいく 作成日支援プログラム


